
様式第３号（第６条、第７条関係）
1／1

性能向上の内容チェックシート【ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・安全型（国補助分）】

工事箇所 特　　記　　事　　項

□　階段の設置 工事の概要
既存の階段の撤去を伴うものに限る
改修後の階段勾配が小さくなる工事

□　階段の勾配緩和 工事の概要 改修後の階段勾配が小さくなる工事

内寸 mm× mm 内寸 mm× mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

□　浴槽をまたぎ高さ
　　の低いものに取り
　　替える工事

現在の浴槽またぎの
高さ

mm
改修後の浴槽またぎ
の高さ

mm

改修後の浴槽の跨ぎ高さが小さくなる
工事
※またぎ高さの確認は、原則カタログ
や図面で表示された数値により行うも
のとする。ただし、メーカーより、ま
たぎ高さの詳細を示す資料の提出があ
る場合は、その数値を採用することが
できる。

□　固定式の移乗台、
　　踏み台等、浴槽の
　　出入りを容易にす
　　る設備を設置する
　　工事

設置する設備の内容 固定式であること

□　身体の洗浄を容易
　　にする水栓器具を
　　設置し又は同器具
　　に取り替える工事

現在の水洗器具の名
称・仕様

改修後の水洗器具の
名称・仕様

レバー式蛇口（シャワー付き）の取替
工事
ワンプッシュ式シャワー等取替工事
蛇口（シャワー付き）を移設又は増設
する工事

　商品名

□浴槽のまたぎ高さ mm

45㎝以下であること
※またぎ高さの確認は、原則カタログ
や図面で表示された数値により行うも
のとする。ただし、メーカーより、ま
たぎ高さの詳細を示す資料の提出があ
る場合は、その数値を採用することが
できる。

（ ） □手すりの設置 手すり設置場所
※シャワーのガイドレールを兼ねるも
のを除く

※右の内容を全て
　満足すること

□出入り口の段差 現在の段差高さ mm

改修後の段差高さ mm

□水栓器具の設置
改修後の水洗器具の
名称・仕様

レバー式蛇口やワンプッシュ式シャ
ワー等

内寸 mm× mm 内寸 mm× mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

□　座便式の便器に取
　　り替える工事

現在の便所の仕様 改修後の便所の仕様 和式から洋式への取替工事

□　座便式の便器の座
　　高を高くする工事

現在の洋式便器の座
高

mm
改修後の洋式便器の
座高

mm
洋式で座高が高いものに取り替える工
事

改良を行う出入口の
場所

現在の仕様 改修後の仕様
引戸、折戸、アコーディオンカーテン
等への取替工事

改良を行う出入口の
場所

現在の仕様 改修後の仕様
引戸、折戸等にレール、戸車、開閉の
ための動力装置等を設置する工事
吊戸方式に変更する工事

床面を取り替える場
所

現在の床面の仕様 改修後の床面の仕様

取り替える、取り付
ける場所

現在のﾄﾞｱﾉﾌﾞ･水栓
器具等の仕様

改修後のﾄﾞｱﾉﾌﾞ･水栓
器具等の仕様

□　戸

滑りにくい床材を使用する工事
※工事費の算定に必要な施工面積が分
かる図面を添付すること

□　ﾄﾞｱﾉﾌﾞ･水栓器具
　　の取替、取っ手等
　　の取付

ドアノブをレバーハンドル等への取替
工事
水栓器具をレバー式やワンプッシュ式
等への取替工事
取っ手等（手すりを含む）の取付工事

□　経路

□　戸の改良

申請者名：

改　　修　　内　　容

□　階段

□　浴室

※増設は
　不可

□　床面積を増加させ
　　る工事

□　バリアフリーに配
　　慮したユニットバ
　　スに取り替える工
　　事

改修後の面積が大きくなる工事
※工事費の算定に必要な工事後の床面
積が分かる図面を添付すること
次の①及び②に該当すること
①改修後の床面積が1.8㎡以上
②短辺の内法寸法が1,200㎜以上

□　床面積を増加させ
　　る工事

□　便所

※増設は
　不可

現在の便所縦横内寸
と面積

□　開戸の改良

□　床面の取替

改修後の便所縦横内
寸と面積

現在の浴室縦横内寸
と面積

改修後の浴室縦横内
寸と面積

段差を小さくすること
※脱衣室の床面と浴室の床面の高さの
差

改修後の面積が大きくなる工事
※工事費の算定に必要な工事後の床面
積が分かる図面を添付すること
次の①又は②に該当すること
①長辺の内法寸法が1,300㎜以上
②便器の前方若しくは側方における便
器と壁の距離が500㎜以上


